
サクツクリハバチ

６～９月にポプラやヤナギの葉を食べるイモムシ（幼虫）．最大長約12mm．体は緑色，頭は黒い．幼虫や食べ痕の周囲には白

いトゲ状の物質が柵のように並ぶ．

本州では害虫とされるが，北海道では多発した記録はない．

【学名】 Stauronematus copressicornis 

【分類】 ハチ目（Hymenoptera），ハバチ亜目（Symphyta），ハバチ科（Tenthredinidae）

【分布】 北海道，本州；朝鮮半島，ヨーロッパ．

【生態】

宿主： ポプラ属，ヤナギ属．

北海道では詳しい調査は行われていない．幼虫は６～９月までみられる．
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